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は じめ に1

研 究 の 動 機 と経 過1.1
本 校 は ，平 成 年 度 よ り 年 間 ，文 部 省 （現 文 部 科 学8 3

省 ）の 研 究 開 発 学 校 指 定 を 受 け ，小 学 校 英 語 活 動 の カ リ
キ ュ ラ ム 開 発 を 中 核 に ，教 材 開 発 ・授 業 実 践 に 取 り 組
み ，一 定 の 成 果 を 上 げ て き た 。し か し ，一 方 で ，各 学 年
年 間 時 間 を 超 え る 実 践 を 通 して ，100
( )教 材 開 発 や 教 具 作 成 ，さら に ，ＡＬＴとの 打 ち 合 わ せ1
等 に 要 す る 多 くの 時 間 を ど の よ うに 確 保 す る か 。
( )指 導 方 法 を 見 直 し，カ リキ ュ ラ ム に 基 づ く指 導 と児 童2
の 持 つ ニ ー ズ を ど の よ うに 関 連 付 け て い くか 。
( )身 に 付 け た 英 語 を 生 か す 場 面 を ど の よ うに 設 定 す る3
か 。
等 の 解 決 を 迫 られ る 多 くの 課 題 に も直 面 した 。
そ こ で ，平 成 年 度 を 初 年 度 とし，こ れ ま で の 英 語 活12

動 を 見 直 し ，新 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く総 合 的 な 学 習 の
時 間 に お け る 英 語 活 動 の 新 し い 指 導 方 法 の 開 発 ・実 践
に 着 手 した 。 年 度 は ，主 に 「目 指 す 子 供 の 姿 」及 び 英12
語 活 動 の 方 向 性 に つ い て 検 討 を 加 え た 。
さ ら に ，「英 語 嫌 い を つ くら な い 」「楽 し く英 語 を 身 に

付 け させ る 」を 合 言 葉 に ，新 た な 視 点 に 立 ち 英 語 活 動 を
構 築 す る ことを 確 認 した 。

構 想 の 視 点1.2
新 た な 英 語 活 動 の 構 想 を 実 現 す る た め に ，次 の ６つ

の 視 点 を 全 教 職 員 で 共 通 理 解 し ，取 り組 む こ と と し た 。
( )国 際 理 解 (教 育 )の 単 元 と関 連 付 け て 構 成 す る 英 語 活1
動 を 創 造 す る とい う視 点
( )児 童 が 使 っ て み た い と考 え る 英 語 を 素 材 に ，「調 べ 学2
習 」を 取 り入 れ た 学 習 過 程 を 創 造 す る とい う視 点
( )児 童 が 英 語 を 楽 しみ な が ら ，身 に 付 け る こ との で き る3

理 論 を 採 用 し，開 発 した 教 材 と指 導 方 法 の 共 有 化B-SLIM
を 目 指 す とい う視 点
( ) 「 」に 可 能 な 限 り近 づ け た 英 語4 English immersion classroom
活 動 室 を 作 り，学 習 環 境 を 整 え る こ とで 児 童 の 英 語 活 動
に 対 す る 意 欲 を 高 め る とい う視 点
( )コ ミュ ニ カ テ ィブ ・イ ン グ リッシ ュ を 効 率 よ く進 め る た5
め の 様 々 な 形 態 の ＴＴ（テ ィー ム テ ィー チ ン グ ）を 実 施 す
る とい う視 点 （指 導 の 中 心 は とい う考 え 方 も含 め て ）HRT
( )「調 べ 学 習 」を 支 え る 「ノン グ レ イ ド・カ リ キ ュ ラ ム 」6
（題 材 一 覧 ）編 成 し，系 統 的 な 指 導 を 支 え る 「ス タデ ィー
メモ リア ル 」を 年 間 継 続 して 作 成 す る とい う視 点6
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２ 英 語 活 動 の 指 導 方 針 と研 究 の 目 的 及 び 研 究 の 方 法

指 導 方 針2.1
本 校 で は ，学 校 教 育 の 中 で 児 童 に 求 め ら れ て い る 「生

き る 力 」を 「や りぬ く力 」「か か わ る 力 」「あ ら わ す 力 」の
つ の 力 で 育 ま れ て い くも の と 考 え ，「日 章 小 学 校 の 目3

指 す 子 供 の 姿 」を 設 定 し た 。さ ら に ，「総 合 的 な 学 習 で
目 指 す 子 供 の 姿 」「英 語 活 動 で 目 指 す 子 供 の 姿 」（表 ）1
を 設 定 した 。ま た ，学 年 毎 に ，英 語 活 動 の 指 標 （表 ）・2
評 価 規 準 を 設 定 し，指 導 に 繋 い で い る 。

1表
・英 語 活 動 で 目 指 す 子 供 の 姿
人 と楽 しくか か わ りな が ら，英 語 活 動 に 進 ん で 取 り組 む 子 供

・・・自 分 か ら進 ん で 英 語 に ふ れ た り，使 った りす る ことが で き る 。〇 や りぬ く力

・・ＡＬＴ，友 達 等 と積 極 的 に か か わ り，英 語 で 交 流 で き る 。〇 か か わ る 力

・・自 分 の 思 い や 表 した い ことを 簡 単 な 英 語 で 表 現 す る ことが で き る 。〇 あ らわ す 力

・本 校 英 語 活 動 の 指 標表 2
低 学 年 中 学 年 高 学 年

〇 英 語 に ふ れ る

(歌 や ゲ ー ム で ） 〇 英 語 に 慣 れ る

（挨 拶 や 単 語 で ） 〇 英 語 で 表 す

（簡 単 な 日 常 会 話 や 単 語 ）

研 究 の 目 的2.2
前 述 の 研 究 の 構 想 を 受 け ，本 研 究 の 目 的 を 以 下 の ３

点 に 定 め た 。
( ) 楽 し く，身 に 付 く英 語 活 動 を 展 開 す る た め に ，ＥＳＬ1
の 教 授 モ デ ル で あ る を 導 入 した が ，目 指 す 子 供 のB-SLIM
姿 を 実 現 で き て い る か ど うか を 実 践 を 通 して 検 証 す る 。
( ) 英 語 活 動 を 支 え る ノン グ レ イ ドカ リキ ュ ラ ム 及 び 「調2
べ 学 習 」を 位 置 付 け た 英 語 活 動 の 学 習 過 程 が 適 切 で あ
った か を 実 践 を 通 して 検 証 す る 。
( ) の を 国 際 理 解 （教 育 ）の 単 元 と リン ク さ3 B-SLIM Output
せ る こ とで ，児 童 の 活 動 意 欲 を 高 め る こ とが で き た か を
実 践 を 通 して 検 証 す る 。

研 究 の 方 法2.3
本 校 で は ，研 究 に 取 り組 む 体 制 として ，平 成 年 度 よ2

り，
〇 実 践 研 究 を 通 して 子 供 を 変 え る
〇 授 業 研 究 を 通 して 互 い に 学 び 合 う共 同 実 践 研 究
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〇 教 職 員 一 人 一 人 が 推 進 役 とな る 全 校 体 制
こ の 点 を 研 究 体 制 の 基 底 に す え ，前 述 の 研 究 の 目 的3
を 検 証 す る た め に ，次 に あ げ る 研 究 の 場 を 設 定 した 。
( ) 日 常 実 践 を 積 み 上 げ る 英 語 活 動 （実 践 の 蓄 積 の 場 ）1
( ) 授 業 分 析 を 伴 う授 業 研 究 （検 証 の 場 ）2
ま た ，１活 動 時 間 （ 分 ・ 分 ・ 分 及 び モ ジ ュ ー ル45 60 90

・シ ョー ト＝ 分 を 活 動 内 容 に よ っ て 使 い 分 け を して い15
る 。）の 分 析 ・研 究 に と ど ま ら ず ，単 元 全 体 の 構 成 や 英
語 活 動 と国 際 理 解 教 育 との 関 連 を 検 証 す る こ とも 実 践 し
た 。
さらに ，実 践 的 な 授 業 分 析 の た め の 方 法 として ，

( )授 業 中 の チ ェック ・シ ー ト（参 観 者 用 ）及 び ，授 業 後1
の セ ル フチ ェック・シ ー ト（指 導 者 用 ）の 活 用
( )児 童 の 自 己 評 価 カ ー ド・相 互 評 価 （英 語 活 動 の 最 後2
に 位 置 付 け て い る ）の チ ェックの 活 用
を 進 め て い る 。
授 業 研 究 （参 観 ・分 析 ）及 び 単 元 構 成 を 分 析 す る 視 点

として ，次 の 点 を 共 通 理 解 し，実 践 に あ た った 。3
( ) 「英 語 活 動 で 目 指 す 子 供 の 姿 」を 視 点 として1
( ) 本 校 で 求 め る 「 つ の 力 」を 視 点 として2 3
( ) の 及 び を 視 点 として3 B-SLIM Evaluation Reflection

３ 研 究 の 実 際
の 導 入3.1 B-SLIM

( )指 導 法 の 基 礎 理 論 で あ るESL English as a second language
は ，カ ナ ダ ・ア ル バ ー タ州 立 大 学 博 士 がB-SLIM Olenka Bilash

Bilash’s Second Language Instructional提 唱 す る 教 授 モ デ ル で あ る 。
Model 1 B-SLIM（モ デ ル 図 は 資 料 参 照 ）の 頭 文 字 を とり，
と名 付 け て い る 。平 成 年 度 よ りこ の 考 え 方 を 採 用 し，13
全 教 職 員 で 共 通 理 解 し ，教 材 や ア ク テ ィビ テ ィー の 開
発 ，及 び 指 導 方 法 の 改 善 に 着 手 して い る 。
平 成 年 度 は ， を 基 盤 に した 学 習 過 程 を 創 造14 B-SLIM

し，実 践 に 繋 い だ 。ま た ，平 成 年 度 は ，学 習 過 程 に お15
け る 効 果 的 な ・ の 構 成 や 方 法 ， の 在 り方Input Intake Output
を 実 践 を 通 して 検 証 し，確 立 す る ことが で き た 。

を 採 用 した 経 緯 は 次 の 点 で あ るB-SLIM 4
( )指 導 方 法 を 共 有 化 す る こ と で ，共 通 の 視 点 で 授 業 研1
究 や 授 業 分 析 を 行 うことが 可 能 とな る 。
( )こ れ ま で の を 中 心 と し た 授 業 構 成 か ら 脱 皮 し ，2 ALT

との 役 割 分 担 を 明 確 に し，学 級 担 任 が 中 心 の 英 語 活ALT
動 を 創 造 す る ことが 可 能 とな る 。
( ) は ，ス モ ー ル ス テ ップ で ア ク テ ィビ テ ィー を 構 成3 B-SLIM
し，フ ィー ドバ ック を 位 置 付 け た 指 導 理 論 で あ り，児 童 に
と っ て 言 語 材 料 を 無 理 な く身 に 付 け さ せ る こ と が で き る
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指 導 方 法 で も あ る 。本 校 が 目 指 す ，「楽 しく，身 に 付 く英
語 活 動 」を 実 現 す る ことが 可 能 とな る 。
( )こ れ ま で 多 くの 時 間 を 割 く必 要 の あ っ た 教 材 開 発 ・教4
具 の 作 成 （ は ， を 主 な 教 具 とす る た め ，B-SLIM picture charts
英 語 活 動 の 事 前 準 備 が しや す く，カ ー ド類 も 何 度 も 使 い
回 す 事 が で き る 。）を 協 働 で 行 うことが 可 能 とな る 。

を 位 置 付 け た 学 習 過 程3-1-1 B-SLIM
本 校 の 英 語 活 動 の 学 習 過 程 は ，下 記 の 通 りで あ る 。

3表
２年 英語活動 学習活動案
1 greeting

2 warm-up

〇 ( ＢＩＮＧＯ )Song

Pease porridge hot〇
The farmer in the dell〇

課題の確認と調べ学習の発表3

今日はいろいろな遊びの言い方を・・・・お友達がどんな遊びをしたいか聞いてみましょう。

※調べてきた遊びの言い方と調べ方を発表する。
Ｔ： 本日の英語活動で取り上げる言語材料を決定するINPUT

TV games with toys dolls cards outside tag

〇 発音練習
・ ・チャートを見ながらの発音 ・チャンツによる発音Short introduction

INTAKE

( )〇 を使っての練習cards Activity 1

� →Point to

� →Card game

� →Touch the base

( ２)〇 ( )の練習Do you play ~ ? Yes No Activity

� Ｑ＆Ａ（ ) ～ (Ｔ) (Ｓ)using charts Do you play ? Answer

� Ｑ＆Ａ（ ) ～ (Ｓ) (Ｔ)using charts Do you play ? Answer

（ＡＬＴ／ＨＲＴ）・・・Ｓ：カードを２枚ずつ持つ� pair activity Model

A: Hello. B: Hello. Do you play ~?

A: Yes. No Do you play ~? B: Yes. No See you.( ) ( )
A: See you.

( ３)〇 ～の練習What do you want to play? I like . Activity

� Ｑ＆Ａ（ ) (Ｔ) (Ｓ)using charts What do you want to play? Answer

� Ｑ＆Ａ（ ) (Ｓ) (Ｔ)using charts What do you want to play? Answer

（ＡＬＴ／ＨＲＴ）・・・Ｓ：カードを２枚ずつ持つ� pair activity Model

A: Hello. B: Hello.

A: What do you want to play? B: . What do you want to play?〇〇〇
A: . See you. B: See you.〇〇〇

free pair activityOUTPUT

＊自分や友達のがんばりを発表する4 reflection (自己評価)
「ふりかえりカード」（自己評価カード）に記入する5 greeting
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学 習 過 程 に ， の ( )をB-SLIM Input,Intake,Output,Evaluation Reflection
位 置 付 け 活 動 を 構 成 して い る 。通 常 ，取 り扱 う言 語 材 料
と の 内 容 ・配 列 が 替 わ る こ と は あ る も の の ，基 本Activity
的 な 学 習 過 程 に つ い て は 全 学 年 同 一 で 実 施 し て い る 。
な お ，実 施 に 当 た って は ，次 の 点 に 配 慮 した 。
( )低 学 年 に つ い て は ， の 段 階 に 十 分 時 間 を か け ，1 Input
な か で も に は ，多 くの 時 間 を 割 くよ うに した 。Listening
( )児 童 の 「か か わ る 力 」を 育 む こ とを ね ら い に ，全 学 年2
とも， の 最 後 の 段 階 で を 実 施 した 。Intake pair activity
( )新 出 の 言 語 材 料 （新 出 単 語 ）は ，可 能 な 限 り そ の 時3
間 内 で 身 に 付 け さ せ る こ と を 目 指 した 。一 方 ，文 に つ い
て は ，多 様 な の 中 に 繰 り返 し取 り入 れ る 工 夫 を し，activity
無 理 な く身 に 付 け る ことが で き る よ うに 配 慮 した 。
( ) に つ い て は ，１活 動 時 間 の 中 で ，位 置 付 け る こ4 Output
と が 可 能 な 場 合 に 限 り実 施 し た 。( を 実 施 し な い 英Output
語 活 動 もあ る 。)

段 階 と 段 階 の 重 視3.1.2 INPUT INTAKE
本 校 で は ，今 年 度 と の 段 階 を 特 に 重 視 し ，Input Intake

実 践 に 繋 い で い る 。 の 段 階 で は ，次 の 点 に 配 慮 しInput 6
実 践 を 進 め た 。
( ) ： 視 覚 に 働 き か け る 教 材 を 児 童 に 提 示 す る 。1 using visual
( ) ： 繰 り返 す ことで 獲 得 の 手 助 け を す る 。2 repetition
( ) ： この 段 階 で は ，覚 え る 順 番 を 変 え ず に 進 め3 same order
る 。（ が 混 乱 を 起 こさな い よ うに 配 慮 す る 。）Slow learners
( ) ： 説 明 の 後 ，モ デ ル を 提 示 し理 解 を 助 け る 。4 modeling
( ) ： 記 憶 を 助 け る た め の 工 夫 として ，体 の 動 き5 movement
（動 作 ）を 取 り入 れ る 。
( ) ： リ ズ ム は 記 憶 の 助 け と な る た め ，チ ャ ン ツ を6 rhythm
多 く取 り入 れ る 工 夫 を す る 。
上 記 の 基 本 原 則 を 共 通 理 解 した うえ で 行 う は ，どInput

の 指 導 者 も 大 差 な く指 導 を 進 め る こ と が で き る 。過 日 ，
２学 年 合 同 で 英 語 活 動 を 実 施 し，通 常 とは 異 な る 指 導 者
の もとで あ って も，児 童 は 違 和 感 な く参 加 して い た 。
こ の よ うに ，児 童 の 心 理 的 な 側 面 に も 配 慮 した 指 導 を

進 め る ことが 大 切 で あ る 。
ま た ， の 段 階 で は ，目 標 に 対 して 少 しず つ 練 習 をIntake

繰 り 返 し な が ら ，難 易 度 を 高 め て い くこ と を 心 が け ，
Activity B-SLIM getting itを 構 成 して い る 。 で は ，こ の 段 階 を
（児 童 が 教 師 と共 に 試 行 錯 誤 しな が ら 身 に 付 け て い く段
階 ）と （児 童 が 互 い に か か わ り，慣 れ 親 しむ 段 階 ）using it
に 分 け て い る こ と か ら ，流 れ の 途 中 で 必 要 に 応 じ て フ ィ
ー ドバ ック しな が ら ，ス モ ー ル ス テ ップ で 構 成 して い る 。

の 段 階 で は ，次 の 点 に 配 慮 し実 践 を 進 め た 。Intake 6
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( ) → 開 発 した ア ク テ ィビ テ ィー を 効 果 的 に 配 列 し，1 Practice
児 童 が 楽 し さ を 感 じ る 中 で 目 標 に 近 づ くこ と が で き る よ
うに す る 。
( ) → 一 度 に 多 くの ことを 詰 め 込2 Breaking learning into small chunks
み す ぎ な い よ うに ，学 ぶ ことを 小 さな ま とま りに す る 。
( ) → ア クテ ィビ テ ィー を 通 して3 Activities are structured for success
児 童 が 成 就 感 を 持 つ ことが で き る よ うに 計 画 す る 。
( ) → 児 童 が 安 心 して 自 分 の 思 い を 表 出 で4 Psychologically safe
き る （英 語 を 安 心 して 話 せ る ）雰 囲 気 づ くりを す る 。
( ) ( )→ 全 体 ・グ ル ー プ ・ペ ア ・個 人 で 行 う5 Learning style form
活 動 を 目 標 に 合 わ せ ，多 様 な 学 習 形 態 を 効 果 的 に 組 み
合 わ せ る 。
( ) → 児 童 に 支 援 を 行 う際 に ，次 の 点 を 特 に 配 慮6 support 4
した 。
・ へ の 確 か な か か わ り（個 別 の 支 援 ）slow learners
・ （賞 賛 ） （励 ま し）praise encouragement
・ （指 導 ）guidance
・ （個 々 に 応 じた 積 極 的 な フィー ドpersonalized positive feedback
バ ック）
さ ら に ， で は ，ア ク テ ィビ テ ィー を 開 発 す る 際B-SLIM

に ， 要 素 ( )に 目 を 向 け る ことを 奨 励 して い る 。8 8 intelligences
本 校 で は ，８要 素 の 中 の の 点 をVisual, Kinesthetic, Interpersonal 3
特 に 重 視 し な が ら 効 果 的 に 配 列 し ，組 み 合 わ せ る こ と
で ，児 童 に と っ て 楽 し い 中 で ，バ ラ ン ス の と れ た 英 語 を
身 に 付 け る ことが で き る と考 え 実 践 した 。（表 ）4

4表

の 構 成 チ ェックリス ト８ intelligences Activity

８ の 配 列 （＊ 今 年 度 重 視 ）intelligences

1 2 3 4 5 6 7 8８ intelligences

＊ ＊ ＊( )1 Visual (右 記 リス ト １) Activity
( ) 〇 〇 〇 〇2 Kinesthetic Go to（２）

( ) 〇 〇 〇 〇 〇3 Musical Point to（３）

( ) 〇 〇 〇 〇 〇4 l Card gameLogical-mathematica ( )4

( ) 〇 〇 〇 〇 〇 〇5 Interpersonal Relay game( )5

( ) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇6 Intrapersonal Clap the point( )6

( ) 〇 〇 〇 〇 〇7 Linguistic basket( )7 〇 〇 〇

( ) 〇 〇 〇 〇 〇 〇8 Naturalistic Touch the base( )8

〇 〇 〇 〇 〇 〇Free kick
・・・・・※ チ ェックリス トの 見 方

〇 ・・ に そ れ ぞ れ の 要 素 が 入 って い る ことを 示 すActivity 8 intelligences

本 校 で は ( ) と を 英 語 活 動 の 両 輪 とlistening hearing speaking
8 intelligences Intakeして 活 動 を 進 め て い る が ， に 視 点 を あ て
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の 段 階 を 構 成 す る こ とで ，児 童 の 心 理 的 な 側 面 に も 目 を
向 け る ことが で き る よ うに な った 。

ＴＴ（テ ィー ム テ ィー チ ン グ ）の 実 際3.2
1 ,時 間 の 英 語 活 動 の 中 で ，多 様 な 指 導 の 形 態 を 取 り

役 割 分 担 を 明 確 に して 活 動 を 進 め て い る 。 （学 級 担HRT
JET ALT任 ）が 指 導 の 中 心 とな り， （日 本 人 英 語 教 師 ），

（英 語 指 導 助 手 ）が そ れ を 支 援 す る こ と を 基 本 原 則 に Ｔ
Ｔを 組 ん で い る 。
本 校 で の ＴＴの 実 施 形 態 及 び 実 施 状 況 は 以 下 の 通 り

で あ る 。（総 英 語 時 間 数 に 占 め る 割 合 ）
( ) が 単 独 で 行 う英 語 活 動 （約 ％ ）1 HRT 10
( ) と が ＴＴで 行 う英 語 活 動 （約 ％ ）2 HRT ALT 50
( ) と が ＴＴで 行 う英 語 活 動 （約 ％ ）3 HRT JET 30
( ) と ・ が ＴＴで 行 う英 語 活 動 （約 ％ ）4 HRT ALT JET 10

ALT ALTた だ 近 年 の 確 保 （旭 川 市 で は ，教 育 委 員 会 が
派 遣 事 業 の 一 環 と し て 小 学 校 の 申 請 に 応 じ て 派 遣 す る
形 態 を と っ て い る ）が 難 し くな っ て き て い る こ と か ら ，平
成 ～ 年 度 に は ， （ボ ラ ン テ ィア 英 語 教 師 ）や 旭14 15 VET
川 市 役 所 国 際 交 流 課 交 流 員 （ア メリカ 人 ）を 通 算 回 程20
度 招 き ，指 導 の 充 実 を 図 った 。

は ，英 語 活 動 全 体 の 流 れ を 掌 握 す る と共 に ，児 童HRT
の 理 解 度 の チ ェック や 個 別 支 援 ，更 に 活 動 の 進 行 ・指 示
を 行 っ て い る 。 や は ，ア ク テ ィビ テ ィー の 進 行 ，ALT JET
モ デ ル の 提 示 ， の 提 供 を 行 って い る 。native sound
英 語 活 動 に お い て は ，可 能 な 限 り 英 語 で 指 示 を 出 す

こ とを の 努 力 目 標 に して は い る が ，中 に は 英 語 が 苦HRT
手 な も い る 。そ の 部 分 を や が 補 い な が ら ，HRT ALT JET
指 導 を 進 め て い る 。そ の 結 果 ， と の 打 ち 合 わ せHRT ALT
の 時 間 が 大 幅 に 減 り，約 年 を 経 た 現 在 で は ， や Ｅ2 FAX
メー ル に よ る 打 ち 合 わ せ が 増 え ，互 い の 負 担 を 軽 減 す る
こ と が で き た 。ま た ，学 習 過 程 に 沿 っ た 実 践 を 繰 り返 す
こ とで ， ・ 共 に に 対 す る 理 解 も 深 ま り，充HRT ALT B-SLIM
実 した 英 語 活 動 を 展 開 す る ことが で き た 。

国 際 理 解 教 育 とリン ク させ た 英 語 活 動3.3
本 校 が 英 語 活 動 の 最 後 に 実 施 し て い る 自 己 評 価 を 総

合 す る と，常 時 ％ 以 上 の 児 童 が 「楽 しか っ た 。ま た 英90
語 を や りた い 。」「よ くわ か っ た 。英 語 を 使 うこ と が で き
た 。」「友 達 や と積 極 的 に か か わ る こ とが で き た 。」ALT
とい う評 価 を し て い る 。高 学 年 の 英 語 活 動 の 難 しさを 指
摘 す る 声 を 多 く耳 に す る が ，本 校 で は ，高 学 年 も 含 め
て ，児 童 の 活 動 意 欲 や 積 極 的 な 取 組 や 態 度 が 持 続 す る
理 由 として ，次 の ２点 を 挙 げ る こ とが で き る 。
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国 際 理 解 の 単 元 と リン ク し た ス トー リー 性 の あ る 英3.3.1
語 活 動 の 展 開
学 ん だ 英 語 を ど の 場 面 で 使 うの か を 明 確 に し，単 元 の

中 で 生 か され る こ とで ，児 童 は 英 語 活 動 に 意 欲 を 持 っ て
取 り組 む よ うに な る 。
そ こ で ，低 学 年 で は ，言 語 材 料 と 学 校 生 活 を 結 び つ

け ，毎 日 の 学 校 生 活 の 様 々 な 場 面 で 使 うこ とが で き る よ
うに 構 成 した 。
ま た ，中 ・高 学 年 で は ，国 際 理 解 の 単 元 とリン ク させ ，

ど の 場 面 で 身 に 付 け た 英 語 を 使 うこ とが で き る の か を 明
確 に して ，児 童 個 々 の ニ ー ズ （課 題 ）を 学 級 全 体 の ニ ー
ズ （課 題 ）へ と高 め て い っ た 。
( )低 学 年 の 実 践 例1
・「学 習 の は じめ の あ い さつ を 英 語 で ！ 」（ 年 ）1
〇 取 り上 げ た 言 語 材 料
～ ( ) ～Now start finish the lesson. Japanese, math, music, PE. art and craft,
・「朝 の 健 康 観 察 を 英 語 で や って み よ う」（ 年 ）2
〇 取 り上 げ た 言 語 材 料

How are you today? I’m fine. I have a cough fever, headache, stomachache,～ (
）～sore throat, runny nose

両 学 年 と も 実 践 後 約 ヶ 月 が 経 過 し て い る が ，現 在10
も 教 室 か ら は ，元 気 の 良 い 英 語 が 響 い て き て い る 。
( )中 ・高 学 年 の 実 践 例2
・「姉 妹 都 市 ・友 好 都 市 の 人 と交 流 しよ う」（ 年 ）4
姉 妹 都 市 や 友 好 都 市 の くら し や 文 化 ，食 べ 物 等 を 調

べ て い く中 で ，本 市 に 在 住 す る 両 都 市 の 方 々 と交 流 の 機
会 を 設 定 し た 。交 流 の 際 に ，児 童 が 本 市 の 観 光 名 所 や
公 共 施 設 を 案 内 す る と い う設 定 で ，英 語 活 動 を 構 成 し
た 。英 語 活 動 で は ，１４カ 所 の 施 設 等 の 他 ，道 案 内 の 仕
方 ，行 き 先 が わ か ら な くて 困 っ て い る 人 へ の 声 の か け 方
等 に つ い て の 学 習 を 深 め た 。
〇 取 り上 げ た 言 語 材 料

city hall, art museum, library, bank, etc. May I help you?～
～Where do you want to go? go straight, go back, turn right, turn left etc.

・「フ レ ン ドシ ップ パ ー テ ィー に 参 加 しよ う」（ 年 ）6
自 分 た ち の 課 題 を 解 決 す る こ との 他 に ，学 校 に ゲ ス ト

テ ィー チ ャ ー と し て 来 て くれ る 方 を 探 す こ と も 目 的 の 一
つ として ，旭 川 市 国 際 交 流 委 員 会 主 催 の 上 記 パ ー テ ィー
に 学 級 全 員 で 参 加 す る こ とに した 。旭 川 市 在 住 の 外 国 人
の 方 と英 語 で 交 流 す る こ とに とど ま ら ず ，ゲ ス トテ ィー チ
ャ ー として 来 校 を 要 請 す る 表 現 や 自 分 た ち が ど の よ うな
学 習 を 進 め て い る の か を 説 明 す る 表 現 等 を 学 習 した 。
〇 取 り上 げ た 言 語 材 料

Will Would you come to ~. I would like you to ~～ ( )
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I’m studying about ~.I would like to know listen, see ~( )
単 に 英 語 活 動 を 行 うだ け で は ，児 童 の 英 語 に 対 す る

期 待 や 英 語 活 動 で 高 め ら れ た 意 欲 が 時 間 の 経 過 と共 に
消 失 し て し ま い が ち で あ る 。国 際 理 解 の 単 元 と リン ク さ
せ た り，日 常 生 活 で 英 語 を 使 う場 面 を 設 定 し た りす る こ
とで ，児 童 の 意 欲 や 課 題 意 識 の 高 ま りを 持 続 させ る こ と
が で き た 。

の 充 実3.3.2 OUTPUT
本 校 で は ， の 場 を 設 定 で き る 時 に 限 り，国 際 理Output

解 の 単 元 や 英 語 活 動 の 終 わ りの 段 階 に 位 置 付 け て い る 。
そ の た め ，児 童 は ， 「こ の 場 面 で ，こ の 表 現 を 使 っ て 交
流 した い 。」とい う見 通 しや 期 待 を 持 ち 続 け な が ら ，英 語
活 動 に 取 り組 む こ と が 可 能 に な っ た 。 を 意 図 的 にOutput
組 み 立 て る こ と に よ り，英 語 を 積 極 的 に 身 に 付 け よ うと
す る 児 童 の 意 欲 や 態 度 が 高 め ら れ て い くこ とを 実 践 の 中
で 明 確 に す る ことが で き た 。
ま た ， の 場 面 で ，英 語 を 使 っ て 交 流 で き た り，そOutput

の 英 語 が 認 め ら れ た りした とき （賞 賛 され た りした とき ）
に ，児 童 は そ れ ま で の 取 組 に 自 信 を 持 ち ，も う一 段 ス テ
ップ ア ップ し た 意 欲 で ，次 の 活 動 に 向 か うこ と も 同 時 に
確 認 す る ことが で き た 。
〇 本 年 度 の 実 践 例
( )本 市 国 際 交 流 委 員 会 が 主 催 す る 「国 際 交 流 ま つ り・1
フ レ ン ドシ ップ パ ー テ ィー ・留 学 生 との 交 流 会 」等 に 学 級
全 員 で 参 加 した 。（ ～ 月 ： ・ 年 ）5 7 5 6
( )外 国 の 文 化 や 国 の 様 子 に つ い て 学 習 す る た め に 外 国2
人 の ゲ ス トテ ィー チ ャ を 教 室 に 招 き ，そ の 際 に 交 流 集 会
を 行 った 。（ ～ 月 ： ～ 年 ）6 10 3 6
( )学 習 発 表 会 に お い て 英 語 劇 「ももた ろ う・うらしま た3
ろ う」を 上 演 した 。（ 月 ： ・ 年 ）9 5 6
( )雪 祭 りや 国 際 氷 像 コ ン ク ー ル の た め に 旭 川 市 に 来 て4
い る 外 国 人 へ の イ ン タビ ュ ー を 行 った 。（ 月 ： 年 ）2 4
( )外 国 人 学 校 視 察 訪 問 に 合 わ せ て 交 流 の 機 会 を も っ5
た 。（本 年 度 回 ： ～ 年 ）3 3 6

英 語 活 動 ア ン ケ ー ト（自 己 評 価 ）の 結 果 か ら3.4
英 語 指 導 方 法 の 改 善 及 び 児 童 の 主 体 的 な 英 語 活 動 が

展 開 され て い る か ど うか を 評 価 す る た め に ，抽 出 学 年 を
決 め ，英 語 活 動 終 了 後 に 自 己 評 価 を 含 め た 英 語 活 動 ア
ン ケ ー トを 実 施 した 。結 果 の 一 部 及 び 本 校 以 外 で 行 っ た
英 語 活 動 ア ン ケ ー トの 結 果 は 下 記 の 通 りで あ る 。（表 ）5
資 料 の 蓄 積 や 分 析 等 ，充 分 とは 言 え な い も の の ，こ れ

ら の 結 果 か ら 次 の 点 を 考 察 す る こ とが で き る 。4
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( )英 語 活 動 の 時 間 を 確 保 し，全 学 年 共 通 の 指 導 方 法 で1
継 続 的 に 取 り組 む こ とで ，児 童 は 活 動 の 流 れ を 把 握 す る
こ とが で き ，安 心 した 中 で 英 語 に 取 り組 み ，積 極 的 に 活
動 す る 。
( )こ の 指 導 方 法 を 取 り入 れ る こ とで ，本 校 が 目 指 す 「英2
語 嫌 い を つ くら な い 」「楽 し く英 語 に 取 り組 む 」こ と が ，
実 現 に 近 づ い て い る 。
( ) 理 論 に 基 づ き ，適 切 な フ ィー ドバ ック と ス モ ー3 B-SLIM

Intake slow learnersル ス テ ップ を の 段 階 に 位 置 付 け る ことで ，
の 理 解 を 助 け ，児 童 が 「楽 しく英 語 を 身 に 付 け る 」こ とに
つ な が って い る 。
( )自 己 評 価 項 目 の 充 実 を 図 り，更 に 多 くの デ ー タ の 蓄4
積 を も とに 評 価 や 分 析 を 進 め ，英 語 活 動 に ど の よ うに 生
か して い くの か を 明 確 に す る ことが 今 後 の 課 題 で あ る 。

5表

主 体 的 な 学 び に 繋 ぐ「調 べ 学 習 」とノン グ レ イ ドカ リ3.5
キ ュ ラ ム の 編 成
研 究 開 発 校 の 年 間 は ，年 間 指 導 計 画 ・月 別 指 導 計3

自己評価の集計結果より

アンケート項目（この項に関連するもののみ）
� 英語活動に楽しく取り組むことができましたか。
� 今日の課題・活動を振り返って，英語で言えるようになったことがふえましたか。
� またチャンスがあったら，英語を使ってみたり，英語を使ったゲームをしてみたいですか。

※ 自己評価は３段階で行った。Ａ：できた（そう思う・ふえた）Ｂ：少しできた（少し思う・少しふえた）
Ｃ：できなかった（かわらない）・思わない）

〇 本校での実施結果（数字は％）

日章小学校 ２年 日章小学校 ４年
（２００２．９～２００３．３・・・５回の平均） （２００３．５～２００３．９・・・７回の平均）

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

� ８６ １４ ０ � ９５ ５ ０

� ９３ ７ ０ � ９５ ５ ０

� ９３ ７ ０ � ９０ １０ ０

〇 他校での実施結果
旭川市Ｔ小学校 ５年 （２００３．７） 旭川市Ｓ小学校 ６年 （２００３．７）
・年間３～５時間実施 ・年間１０時間実施
・今年度初めての英語活動 ・今年度４回目の英語活動
・Ｂ－ＳＬＩＭによる英語活動は第１回目 ・Ｂ－ＳＬＩＭによる英語活動は第４回目

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

� ９０ １０ ０ � ９１ ９ ０

� ４０ ５４ ６ � ６４ ３０ ６

� ８６ ８ ６ � ７９ ２１ ０

（２００３．９．５ 北海道英語教育研究大会において本校が研究発表した資料より）
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画 が 学 年 毎 に 編 成 さ れ ，そ れ に 基 づ い た 英 語 活 動 が 展
開 され た 。
し か し な が ら ，総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 「ね ら い 」を 達

成 し ，本 校 の 「目 指 す 子 供 の 姿 」を 実 現 す る た め に は ，
こ れ ま で の カ リ キ ュ ラ ム に 従 っ て 『教 え 込 む 英 語 活 動 』
か ら ，児 童 が 学 び た い と考 え る 英 語 を 基 に 『主 体 的 に か
か わ る こ との で き る 英 語 活 動 』へ 指 導 の 在 り方 を 転 換 し
て い く必 要 性 を 感 じた 。
そ れ を 具 体 化 す る た め に ，「調 べ 学 習 」を 学 習 過 程 （単

元 の 指 導 計 画 に も）に 位 置 付 け ，さらに そ の 「調 べ 学 習 」
を 支 え る た め に ，「ノン グ レ イ ドカ リ キ ュ ラ ム 」を 編 成 し
た 。

「調 べ 学 習 」の 考 え 方3.5.1
本 校 で は ，総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 単 元 を 構 成 す る 際

に ，問 題 解 決 的 な 学 習 の 流 れ を 可 能 な 限 り採 る よ うに し
て い る 。英 語 活 動 で 「調 べ 学 習 」を 位 置 付 け た の は ，問
題 解 決 的 な 学 習 の 流 れ に 少 しで も 近 づ け る こ とで ，児 童
の 主 体 性 や 英 語 活 動 に 向 か う意 欲 を 高 め て い き た い と
い う願 い か ら で あ る 。
調 べ 学 習 を 行 う際 に ，次 の 点 を 共 に 満 た す 必 要 が2

あ る と考 え て い る 。

( ) 子 供 た ち に とって 調 べ た い 内 容 で あ る こと1
( ) 子 供 た ち が 調 べ る 方 法 を 身 に 付 け て い る こと2

英 語 活 動 に 至 る 調 べ 学 習 の 流 れ は ，次 の よ うに な っ
て い る 。
全 体 課 題 ・児 童 の 思 い を 大 切 に し た 学 級 全 体

の 課 題
個 人 課 題 ・全 体 課 題 を も とに ，個 々
（グ ル ー プ 課 題 ） の 取 り 組 み た い こ と を 中

心 に 据 え た 課 題
調 べ 学 習

発 表 交 流 〔共 有 化 〕 ・調 べ 学 習 の 成 果 を 様
々 な 方 法 で

英 語 活 動
・調 べ 学 習 を 生 か した 活 動
・楽 しい 活 動 を 中 心 に 「英 語 嫌 い 」を つ くら な い 活 動

「調 べ 学 習 」の 実 際 （実 践 例 ）3.5.2
３年 生 「英 語 を 使 っ て み よ う」の 単 元 で は ，「調 べ る 楽

しさと調 べ 方 を 高 め る 」ことを ね らい に 調 べ 学 習 を 進 め
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た 。この 単 元 で 全 体 課 題 とな った の は ，次 の 通 りで あ る 。

・朝 の 会 な ど で 使 うあ い さつ の 仕 方 や 曜 日 ・天 気 等
・算 数 で 習 った 数 字 （ ～ ま で は ， 年 時 に 履 修 ）1 12 1
・図 工 で 使 う色
・教 室 に あ る もの （机 ・イ ス ・窓 ・黒 板 等 ）
・給 食 の お ぼ ん チ ェック・・・・

こ れ ら の 課 題 を も とに ，児 童 は 個 々 に 自 分 の 使 っ て み
た い 言 葉 を 見 つ け 出 し，「英 語 の こ とば 調 べ て み た よ
カ ー ド」に 記 入 し，中 に は ３０枚 以 上 の カ ー ドを 作 り上 げ
て き た 児 童 も い た 。調 べ 方 も 多 岐 に 渡 り，調 べ 学 習 に 向
か う意 欲 の 高 ま りを 感 じる ことが で き た 。
児 童 の 調 べ て き た 方 法 は ，次 の 通 りで あ る 。

・家 の 人 に 聞 い た 。 ・本 で 調 べ た
・英 語 の 先 生 ( )に 聞 き に 行 ったALT
・お 友 達 の 外 国 の 人 に 教 え て もらった
・国 際 交 流 ま つ り（旭 川 市 の 行 事 ）に 行 って 外 国
人 に 聞 い た
・市 立 図 書 館 で 調 べ た

こ の よ うに して ，児 童 が 「英 語 活 動 で 使 っ て み た い 」と
考 え る 言 葉 や 言 い 方 を 英 語 活 動 の 学 習 過 程 の 中 に 位 置
付 け ，活 用 して い る 。
本 時 の 課 題 を 確 認 し た 後 に ，調 べ 学 習 の 交 流 ・発 表

の 時 間 を 設 定 し て い る 。調 べ カ ー ドを も と に 発 表 し ，そ
の 中 か ら ，取 り上 げ る 言 語 事 項 等 を と児 童 が 話 し合HRT
い ，決 定 して い くの で あ る 。
調 べ 学 習 を 生 か す こ と の で き る 英 語 活 動 の 流 れ を 創

り出 す こ と が ，調 べ 学 習 の 質 や 意 欲 を 高 め ，さ ら に ，児
童 の 課 題 意 識 を 持 続 さ せ ，主 体 的 な 活 動 を 生 み 出 す こ
とが 実 践 を 通 して 確 か め る ことが で き た 。

ノン グ レ イ ドカ リキ ュラム の 編 成3.5.3
児 童 が 使 い た い 英 語 を 言 語 材 料 に し て 英 語 活 動 を 進

め る た め に は ，月 別 ・学 年 別 の 指 導 計 画 で は ，弾 力 的 で
柔 軟 な 対 応 が で き な くな る こ とか ら ，本 校 で は ノン グ レ イ
ドカ リキ ュラム を 編 成 す る こととした 。
ノン グ レ イ ドカ リキ ュ ラ ム とは ，研 究 開 発 校 の 年 間 を3

含 め ，平 成 年 度 か ら 取 り組 ん で き た 英 語 活 動 の 実 践 ・4
授 業 記 録 ・研 究 集 録 等 か ら 言 語 材 料 を 全 て 洗 い 出 し，そ
れ らを 題 材 ・ コー ス （ ・ ）の 計20 2 Basic course Advanced course
ユ ニ ットに 編 成 し直 した もの で あ る 。（表 ）40 6
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これ に よ り，
( )児 童 の ニ ー ズ に 基 づ く英 語 活 動1
( )国 際 理 解 の 単 元 とリン クさせ た 英 語 活 動2
( )日 常 の 学 校 生 活 に 生 か す ことの で き る 英 語 活 動3
を 実 践 す る ことが 容 易 に な った 。
現 在 で は ，教 材 開 発 の 深 ま り や 単 元 構 成 の 広 が り を

受 け ，新 た な 言 語 材 料 が 追 加 さ れ ，ノン グ レ イ ドカ リキ
ュ ラ ム は ， 題 材 ・計 ユ ニ ットに ふ くら ん で き て い る 。24 48
ま た ，ど の 学 年 の 時 に ど の 題 材 に 取 り組 ん だ の か が

わ か る よ うに ，英 語 活 動 実 施 後 ，「ス タ デ ィメモ リア ル 」
に 記 録 し，年 度 末 に 引 き 継 ぎ 系 統 的 に 指 導 が で き る よ う
に 配 慮 して い る 。（表 ）6
本 校 で は ，各 学 年 年 間 ～ 時 間 を 英 語 活 動 に 充 て15 20

て い る 。（ ～ 学 年 は 総 合 的 な 学 習 の 時 間 ， ～ 学3 6 1 2
年 は ，余 剰 時 間 を 活 用 し 教 育 課 程 外 活 動 と し て 位 置 付
け て い る ）

ユ ニ ットを 時 間 か け て 指 導 す る ことを 基 本 に 据 え ，1 2
ユ ニ ットを 指 導 す る の に 時 間 を 必 要 とす る 。本 校 で40 80

は ， 年 間 で ， ～ 時 間 の 英 語 活 動 を 確 保 で き る こ6 90 120
と か ら ，ノン グ レ イ ドカ リ キ ュ ラ ム の 言 語 材 料 等 を 指 導
す る の に は ，充 分 な 時 間 が 確 保 可 能 で あ る 。

6表

ノン グ レ イ ドカ リキ ュ ラ ム に 基 づ い て 実 践 を 進 め る に

題材・言語材料一覧表（ノングレイドカリキュラム） スタディメモリアル Ｂ

greeting Self-introduction weather� � �
題 第１学年 第２学年
材Good morning Hello. cold hot warm

B Good afternoon My name is ~ cool rainy cloudy
A Good-bye I’m ~. sunny fine

�S Hi. Hello How do you do?
I See you I’m in the ~ grade. How is the weather
C Thank you My nickname is ~. today?

〇You are welcome It’s ~.
�Nice to meet you

〇

〇A How are you? I ’m eight windy snowing
�D I’m fine thank you How old are you? foggy

V I’m sleepy Where do you live?
A I’m sick I live in Asahikawa. How is the weather

( ) 〇N I have a cough What’s your name? in place ?
( �C headache fever What ~ do you like?

〇E stomachache I like ~.
)D runny nose

Body parts animal shopping� � �

※ 点線より上が ，Basic course
Advanced course.下が

上記以外の題材は以下の通りである。 ※ 実施後〇印をつける
� � � � ※ スタディメモリアルＡは，年間をclass/school month/season days of the week color
� � � � 見通した計画を記入する。counting numbers / time sports face adjective
� � � � スタディメモリアルＢは，実施gesture /Verb place direction / guide food
� � 後，記録するculture Asahikawa

Hokkaido sightseeing gesture school area（追加）〇 〇 〇 � 〇
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あ た り，次 の 点 に 配 慮 して い る 。4
1 1( )児 童 に とっ て 負 担 が か か らな い 活 動 に す る た め に ，
・ 年 生 は を 中 心 に 活 動 を 展 開 す る 。2 Basic course
( )配 当 時 間 は ，弾 力 的 に 扱 って も良 い もの とす る 。2
( )文 字 指 導 は 原 則 的 に 行 わ な い 。3
( ) ( )， を 中 心 に 活 動 を 構 成 し ，4 hearing listenning speaking writing

に つ い て は ，取 り扱 わ な い 。reading

そ の 他 （児 童 の 意 欲 を 育 む 英 語 活 動 の 基 盤 づ くり）3.6
1 English immersion classroom( )
英 語 活 動 を 行 う教 室 の 環 境 整 備 も 大 切 で あ る 。本 校

で は ，「な な か ま ど ル ー ム 」（英 語 活 動 室 ）の 掲 示 物 等 を
全 部 英 語 の 地 図 や 掛 け 図 に し，ま た ，姉 妹 校 交 流 コ ー ナ
ー を 設 け ，児 童 が 英 語 を 身 近 に 感 じ，慣 れ 親 しむ こ とが
で き る 環 境 作 りを 心 が け て い る 。
( )姉 妹 校 交 流2
一 昨 年 よ り，姉 妹 都 市 で あ る ア メリカ ・イ リノイ 州 ブ ル

ー ミン トン ・ノー マ ル 市 小 学 校 と の 交 流 を 開 始 しMetcalf
た 。現 在 ・ 年 生 を 中 心 に ，全 校 児 童 の 作 品 や 手 紙 ，5 6
写 真 等 の 交 流 を 行 っ て い る が ，近 い 将 来 個 人 レ ベ ル で ，
Ｅメー ル 等 の 交 流 に 進 ん で い くこ とを 期 待 して い る 。
送 ら れ て き た 作 品 や 手 紙 は ，英 語 活 動 室 に 展 示 し，児

童 が い つ で も 自 由 に 見 る こ とが で き る よ うに して い る 。さ
ら に ，手 紙 等 は ，英 語 活 動 ボ ラ ン テ ィア テ ィー チ ャ ー に
内 容 を 紹 介 して い た だ い た 後 ，各 学 級 に 掲 示 して い る 。
( )外 国 人 学 校 視 察 訪 問 の 積 極 的 な 受 け 入 れ3
今 年 度 ，フ ル ブ ラ イ トメモ リア ル 基 金 の 依 頼 を 受 け ，

米 国 教 育 者 の 学 校 視 察 （ 名 ）や エ ジ プ トか ら 「カ リキ24
ュ ラ ム 開 発 」に 携 わ っ て い る 教 育 関 係 者 （ 名 ）を 受 け6
入 れ ，英 語 活 動 の 公 開 や 児 童 との 交 流 を 行 っ た 。い つ も
顔 を 合 わ せ て い る や ゲ ス トテ ィー チ ャ ー と は 違 う来ALT
校 者 に ，児 童 は 生 き 生 き と交 流 の 時 間 を 楽 しん で い た 。

B-SLIM O.Bilash 2 2003.9さらに ， の 提 唱 者 で あ る 博 士 を 度 (
及 び )学 校 に 迎 え 授 業 研 究 会 を 行 っ た 。博 士 か ら ，2004.2
本 校 の 英 語 活 動 の 取 組 ，児 童 が 生 き 生 き と 英 語 活 動 に
取 り組 ん で い る 様 子 ，そ して の 先 生 方 へ の 浸 透 度B-SLIM
に つ い て 大 変 高 い 評 価 を い た だ い た 。研 究 ・実 践 の 方 法
や 方 向 が 誤 っ て い な い こ とを 教 職 員 一 同 再 確 認 す る こ と
が で き た 。

お わ りに4
実 質 年 間 に わ た る 研 究 を ま とめ る に あ た り，次 年 度3

以 降 へ 向 け て ，成 果 と課 題 を 明 確 に す る こ とが で き た 。
現 在 ，小 学 校 に お け る 英 語 活 動 は ，総 合 的 な 学 習 の
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時 間 の ね ら い に 基 づ く「英 語 活 動 」と 近 い 将 来 を 見 据 え
た 教 科 と し て の 「英 語 科 」と い う大 き な 二 つ の 流 れ の 中
で ，は っ き りと し た 方 向 性 や 展 望 を 描 け な い 中 で 取 り組
ま れ て い る 学 校 が 多 い と い う。そ の よ うな 状 況 の 中 で ，
本 校 は ，現 学 習 指 導 要 領 に お け る 総 合 的 な 学 習 の 時 間
の ね ら い に 沿 っ た 質 の 高 い 実 践 を 蓄 積 して き た が ，今 後
「教 科 と し て の 英 語 科 」も 視 野 に 入 れ な が ら ，更 に 研 究
を 深 め て い き た い と考 え て い る 。

成 果 と課 題4.1
本 校 の 英 語 活 動 に の 考 え 方 や 「調 べ 学 習 」を 取B-SLIM

り入 れ る こ とで ，以 下 の 成 果 を 得 る こ とが で き た 。
( )本 校 教 師 全 員 が ，英 語 活 動 に 関 わ ろ うと す る 積 極 的1
な 姿 勢 を 持 ち ， に 基 づ い た 英 語 活 動 を 行 うこ とがB-SLIM
可 能 に な っ た 。 との ＴＴに お い て も ， が 可 能 な 限ALT HRT
り英 語 で 指 示 を 出 し ，授 業 を コ ン トロ ー ル す る 場 面 を 多
く目 に す る ことが で き た 。
( )開 発 した 教 材 を 蓄 積 し，誰 で も 使 用 す る こ とが で き る2
た め ，教 材 開 発 や 準 備 の た め の 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る
こ と が で き た 。ま た ，繰 り 返 し 使 い な が ら 改 善 を 加 え て
い る た め に ，教 材 の 質 が 向 上 し，内 容 も 充 実 して き て い
る 。
( )使 用 しや す い 「ノン グ レ イ ドカ リキ ュ ラ ム 」を 目 指 し，3
実 践 を も とに 加 除 修 正 を 重 ね る こ とで ，内 容 が 充 実 して
き て い る 。児 童 の 使 い た い 英 語 を も とに 構 成 す る 英 語 活
動 が 軌 道 に 乗 り ，全 て の 学 年 で ，質 の 高 い 英 語 活 動 を
展 開 す る こ と が で き た 。ま た ，「ス タ デ ィメモ リア ル 」や
実 践 の 記 録 等 の 交 流 ・活 用 に よ り 学 年 の 引 き 継 ぎ が ス
ム ー ズ に 進 み ，系 統 的 な 指 導 を 行 うこ とが で き た 。
( )児 童 の 自 己 評 価 を 総 合 す る と，常 時 ％ 以 上 の 児 童4 90
が 「わ か っ た 」「楽 しく活 動 が で き た 」と評 価 を して い る 。
ま た ，授 業 の は じ め や 終 わ り の 挨 拶 ，朝 の 会 等 学 校 生
活 の 様 々 な 場 面 で 英 語 を 使 う機 会 が 増 え ，私 た ち の 願 う
「楽 し く英 語 を 身 に 付 け る 」「英 語 嫌 い を つ くら な い 」が
着 々 と実 現 に 向 か って い る 。
今 後 克 服 し て い か な け れ ば な ら な い 課 題 は 次 の 点2

で あ る 。
( ) 英 語 に 初 め て 触 れ る 小 学 生 に 対 し て ，可 能 な 限 り1

な 音 を 提 供 す る 必 要 が あ る 。これ ま で 同 様 のnative B-SLIM
理 論 を 研 究 す る こ と の 他 に ，英 語 活 動 に 携 わ る 教 師 個
々 の 英 語 力 を 高 め て い くた め の 研 修 の 機 会 や 方 法 を 具
体 的 に 考 え て い か な け れ ば な らな い 。
( ) 現 ５年 生 は ，４月 の 段 階 で 全 て の コ ー ス の 学 習 を 終2
え て い る こ と か ら ，現 在 の 「ノン グ レ イ ドカ リ キ ュ ラ ム 」
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の の 両 コー ス に コー ス （仮 称 ：文 ・文basic/advanced brush up
型 を 中 心 と す る コ ー ス ）を 新 た に 設 け ，再 編 成 を 進 め て
い く必 要 が あ る 。
ま た 一 方 で ，将 来 ，教 科 として の 側 面 が 重 視 され て い

textbookくこ と も 視 野 に 入 れ な が ら ，カ リキ ュ ラ ム 研 究 や
の 編 集 等 に も着 手 しな け れ ば な らな い 。

研 究 を 終 え て4.2
最 後 に ，本 研 究 に 協 力 い た だ い た 方 々 に 感 謝 を 申 し

上 げ る 。特 に 研 究 の 細 部 に わ た り ご 指 導 い た だ い た 小
池 生 夫 先 生 ，二 度 に わ た り 本 校 を 訪 問 し 適 切 な 指 導 を
い た だ い た 博 士 ，北 海 道 立 教 育 研 究 所 の 渡 部Olenka Bilash
道 博 ・瀧 澤 義 守 両 先 生 ，カ ナ ダ ・ア ル バ ー タ州 立 大 学 で

を 共 に 学 び ，北 海 道 各 地 で こ の 指 導 方 法 を 実 践 しB-SLIM
て い る （ )及 び ア ン ケ ー トやHTEP Hokkaido Teachers English Project

AEEN Asahikawa English Education模 擬 授 業 で お 世 話 に な っ た (
)の 先 生 方 に は ，心 よ りお 礼 を 申 し上 げ る 。Network
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資 料 １

B ila s h 's In p u t-In ta k e-O u tp u t-E v a lu a tio n
S ec o n d L a n g u a g e In s tru c tio n a l M o d el

Language Awareness
Pronunciation

Vocabulary
Grammar

Situations
Fluency

culture
Culture

Learning Strategies
Fact / Information

Skills
How to read and write

( )Positive Attitude feedback

Planning & Preparation COMPREHENSIBLE INTAKE OUTPUT EVALUATION
INPUT

getting it using it Reflection

feedback

Access Organize Store Retrieve

Plan activities Builds on what learners know Review Personal Formative・ ・ ・ ・ ・
Prepare materials Requires teaching/modeling Takes time Creative Summative・ ・ ・ ・ ・
Plan the teaching Presents something "new" Breaking learning into small chunks Integrated Helps teacher・ ・ ・ ・ ・
Procedure Activities are structured for success Develops decide what to・ ・

Includes individual/pair activities spontaneity do next・
Psychologically safe・
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